
 熊本県公⽴⾼校⼊試徹底分析【英語】 
 【形式・難易度】 

 試験時間  50分  配点  50点 

 問題構成 

 ・⼤問５題 
  １ リスニング（12点） ２ ⼩問集合（13点） ３ 対話⽂読解（10点） 
  ４ ⻑⽂読解（10点）  ５ 条件英作⽂（５点） 
 ・１のリスニングと２の⽂法問題３題以外、ほぼ全て読解問題。 

 令和５年度(2023)  令和４年度(2022)  令和３年度(2021)  令和2年度(2020)  平成31年度(2019) 

 問題量（A４ 
 で） 

 11ページ分  11ページ分  11ページ分  10ページ分  10ページ分 

 ⼩問数  30問  31問  30問  30問  34問 
 論述問題の数  8問  8問  9問  ９問  9問 
 論述問題配点  20点  20点  22点  ２2点  20点 
 受験者平均点  25.4点  24.7点  28.2点  27.4点  30.6点 
 *この分析はB問題を中⼼にしたものです。 

 【出題の傾向と対策】 
  中学⽣にとって⽇常的で⾝近な内容で英語を使ってコミュニケーションを⾏う場⾯が設定されてい 
 る。出題の内容は「聞くこと」「読むこと」「話すこと(やり取り)」「話すこと(発表)」「書くこと」の 
 ５つの領域においてバランスよく出題されている。概要や要点を正しく把握する⼒、⾃分の考えなどを 
 論理的に表現する⼒、まとまりのある英⽂を書く⼒などが複合的に出題されている。単純に答えが出る 
 問題が少なく、既習の⽂法や知識を⽂脈の中で適切に活⽤する⼒が必要で、全体の難易度は⾼い。 
 ① リスニングのＡ、Ｂは  １回のみ  の放送。始まる前に選択肢に⽬を通しておく。Cでは選択肢も⻑く、 

 「読む⼒」も求められている。 
 ② リスニングのＤ 最後の問題は記述問題。始まる前に英⽂に⽬を通して準備しておく。 

 ③  英  ⽂  の  並  べ  か  え  は、  前  後  の  ⽂・  接  続  詞・  代  名  詞  な  ど  を  ⼿  が  か  り  に  す  る。  ま  と  ま  り  の  あ  る  英  ⽂  を  論  理  的 
 に組み⽴てる⼒が求められている。 

 ④  図  や  表  を  使っ  た  問  題  は、  英  ⽂  を  正  確  に  訳  し、  必  要  な  情  報  を  読  み  取  る。  ま  た、  複  数  の  資  料  と  対  話  を  通  し 
 て発⾔者が何を伝えているのかを正確に把握する。英⽂を完成させる問題では⽂法にも注意する。 



 ⑤  ⼤  問  ３  の  対  話  ⽂  の  問  題  は、  英  ⽂  の  前  後  に  も  注  意  し  て  解  く。  発  ⾔  者  の  意  ⾒  の  要  点  を  つ  か  む  問  題  と、  ⾔  い   
 換えの問題が出題されている。要約して表現する⼒が求められるが、本⽂と設問両⽅の英⽂の意味 
 を正確につかむことから始める。 

 ⑥ 正誤問題では、該当部分に下線部を引き、内容を確認。 

 ⑦ 条件英作⽂は、書きやすい内容を書く。正確な英⽂になっているか、動詞、名詞に注意す 
 る。 


